
国際ロータリー第2620地区�

例　会　場／東山荘・講堂�

開 会 点 鐘／12：30�

ロータリーソング／それでこそロータリー  　 　  �

内　　　容／最新の舗装工事�
　　　　　　臼井良太君 �

会 員 慶 事�

☆誕生日�
　5月21日　田代博久君�
　5月24日　鈴木崇司君  �

☆夫人誕生日�
　5月23日　狩野住夫君 ご夫人 美枝子様 

次回5月27日の例会�

１８４５回　１８：３０点鐘　ホテル御殿場館２１�

会　長　  水口　正宏�

 皆さんおはようございます。一

年ぶりの早朝例会です。今回は、狩野さんのご

配慮を頂いてキリン ディスティラリーさんにお

世話になっております。皆さんと共に、厚く御

礼申し上げる次第です。  �

　そして今週の愛鳥週間に因んで、昨年に続い

て菅　常雄さんの卓話とバードウォッチングを

楽しんでいただくことになっております。  �

　青葉若葉の真っ只中を、囀り飛び交う野鳥た

ちと魂の交歓ができるということは、何とも清々

しく誰でもが幸せな気持ちになれるひと時です。

私たちが、そうした環境の間近な所に住んでい

るということも、これまた幸せこの上ないこと

です。  �

　その一方で、昨今の鳥インフルエンザに端を

発した生類の大量処分は決して見過ごすことのでき

ないことでした。１月に山口県で国内初めての鳥イ

ンフルエンザが発生して以来、連日のようにテレビ

等で鶏を処分する映像が流されたのは記憶に新しい

ところです。とくにカラスへの感染が発見されてか

らは、近隣の目を恐れてか、ペットの鳥を殺すニュー

スも相次いで報道されました。  �

　日本人のように鳥獣虫魚はもとより、草木やあり

とあらゆる存在物に霊魂が宿ると感じる人間は、世

界広しといえどもそう多くはないだろうけれども、

このところ鳥を始めとして牛や鯉などの大量虐殺が

続きました。本来、それぞれの命の営みは自由であ

り自然であるべきですが、人間の計らいによって生

産機械のように操作され、病原菌の発生拡大に及び、

人への感染を恐れて、大量虐殺に及んだわけです。  �

　生き物はみな、その命を正しく燃やさなければな

らないにもかかわらず、やむなく家畜にされている。

我々人間は、本来それを罪と感じなければならない

のに当たり前のこととしている。我々のあり様を見

直すいい機会なのかも知れません。�

�



会員数� 出席者数� 暫定出席率�
計算に用いる�
会員数�

前々回の�
確定出席率�

６２名� ５９名� ５３名� ８９.８３％� １００％�

小野　篤之君　4月16日　Ｇ補佐研修 �
斉藤　　保君　4月25日　地区協
戸栗　太平君　4月16日　裾　野
滝口　喜徳君　4月25日　地区協
渡辺　俊彦君　4月16日　裾　野
大庭健一郎君　4月25日　地区協�
山崎伊久雄君　4月16日　裾　野�
大森　清治君　4月25日　地区協  �
林　　　準君　4月21日　長　泉�

●メーキャップ�
　　　　（9名）�

●欠席者（6名）�
　勝間田豪亮君・斉藤　衛君・大森清治君・長田吉弘君�
　望月　茂君・根上眞一君�
※やむを得ず欠席される方は、午前10時までにご連絡下さい。�

○例会日/木曜日�
○例会場・事務局/YMCA東山荘�
　静岡県御殿場市東山１０５２�
　電話/０５５０－８３－１１３３　ＦＡＸ/０５５０－８３－１１３８�
　http://www.gotemba-rc.gr.jp/

探鳥会（早朝例会）�
日本野鳥の会東富士支部長　菅　常雄様�

「ヒナを拾わないで！！」キャンペーン 

○会　　　長/水口　正宏�

○幹　　　事/梶原　一正�

○会報委員長/勝又　　誠�

第2620地区�

●ガビ鳥に会えるかと思って参りました。　裾野ＲＣ　杉山ちえ子様  �
●昨日の総会で、３度目のＰＴＡ会長になりました。子供からは大ブーイングです。　斉藤礼志君  �
●今朝の早朝例会では、菅　常雄様には大変お世話になります。　親睦活動委員会  

　菅　常雄様の案内で、柴怒田にあるキリン ディ

スティラリー御殿場工場の裏山を、７時から４５分間

ほど散策しました。野鳥の囀りを聞きながら、  �

①標高５００～６００メートルの御殿場には、クロツグ

　ミやサンコウチョウやガビチョウは沢山棲息して

　いること。  �

②人工林と自然林とブッシュが一体となった多様な

　環境を作ることが、野鳥にとっても人間にとって

　も良い環境であること。  �

③人工林の管理とコケや腐葉土の保護が豊な森林の

　保全に欠かせないこと。�

などの貴重な話を伺いました。�

　野鳥たちにとって、４月から７

月にかけては子育てシーズンの真っ

最中です。まだ飛ぶ力が十分つい

ていない“巣立ちビナ”が、枝か

ら枝へ移る時などに地面に降りて

しまっているのを見かけることが多くなります。  �

　「ヒナを拾ったけれど、どうしたらいいの？」と

いう問合せが相次ぎますが、大半は迷子ではなく、

拾う必要のない元気なヒナです。近くに姿が見えな

くても、親鳥は必ずヒナのもとへ戻って世話をしま

す。人がヒナのそばにいると、かえって、親鳥はヒ

ナに近寄れません。そのままにしてそっと離れてく

ださい。  �

　私たちにはヒナに飛び方や何が危険なのかを教え

られません。自然の中で自立していけるように育て

ることはとても難しいことです。また善意であって

も、許可なく野鳥を飼うことは「鳥獣保護法」とい

う法律で禁止されています。  �

　“巣立ちビナ”は保護する必要がない場合が多い

ことを更にＰＲし、“ヒナを拾わないで”というメッ

セージを通して、野鳥のくらし

や自然の仕組みについて、その

厳しさや素晴らしさも含めてい

ろいろと考えるきっかけにして

もらいたい。�


